
奈
良
。
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
三
条
大
路

一
丁
目
の
五

（旧
尼
ケ
辻
ゴ
ド
ザ
甲
一ハ
六

九
の
３

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
月
を
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

・
岡
田
英
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
′
庭
園
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
区
を
か
く
む
地
点
は
、　
一
九
七
五
年

（昭
和
５０
）
に
奈
良
郵
便
局
移

転
計
画
地
と
し
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
中

心
に
奈
良
時
代
の
大
規
模
な
園
池
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
計
画
的
に
配
置
さ
れ

た
建
物
群

・
塀

・
濤

。
井
戸

・
導
水
路
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
後

一
九
七

七
年

（昭
和
５２
）
に
も
、
さ
ら
に
接
続
地
の
調
査
に
よ
っ
て
園
池
北
方
の
建
物

群
の
様
相
が
引
ら
か
と
な
り
、
翌
七
八
年
に
は
、
平
抜
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪

宮
跡
庭
園
と
し
て
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
指
定
地

北
部
に
奈
良
市
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

同
市
の
委
託
に
よ
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
が

一
九

八
〇
年

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
未
発
掘
地
五
〇
〇
ゴ
を
調
査
し
た
も
の
で

あ
る
。

今
回
ま
で
の
調
査
に
よ
る
遺
跡
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
遺
構
は
大
き

く
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
、
ま
ず
Ａ
１
１
期
に
は
坪
の
中
心
に
平
均
幅

一
五

ｍ
、
延
長
五
五
ｍ
の
石
組

・
石
敷
の
園
池
が
造
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
園
池
を

囲
む
二
条
の
東
西
塀
に
よ
っ
て
、
六
坪
は
南
北

一
四
〇
尺
ず
つ
に
三
等
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
園
池
の
西
か
ら
北
に
か
け
て
、
こ
の
期
の
掘
立
柱
建
物
等
は

坪
の
中
心
か
ら

一
〇
尺
単
位
で
割
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
ｌ
２
期
に
な
る
と

坪
中
心
か
ら
七
尺
単
位
の
割
り
つ
け
で
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
建
物
の
新
設
が
み

ら
れ
る
。
つ
づ
く
Ｂ
期
に
は
、
園
池
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
が
、
Ａ
期
の
建
物

は
す
べ
て
取
払
わ
れ
て
大
改
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
礎
石
建
物

一
棟
を
か
く
む
建
物
群
も
、
七
尺
単
位
の
割
り
つ
け
に
よ
る
配
置
を
と
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
以
上
の
Ａ
・
Ｂ
両
期
に
わ
た
り
園
池
の
存
続
し
た
年
代
は
、
出

上
し
た
木
簡
や
遺
物
か
ら
は
ば
奈
良
時
代
を
通
じ
た
も
の
と
比
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

出
土
遺
物
を
み
る
と
、
日
常
雑
器
的
な
土
器

。
木
製
品
が
少
な
く
、
瓦
が
い

ず
れ
も
平
城
官
出
上
の
も
の
と
同
型
で
あ
り
、
木
簡
に

「
北
宮
」
等
天
皇
と
の

か
か
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
、
な
ど
の
点
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
右
の
こ
と
と
、
園
池
の
形
状
が
曲
水
宴
に
摩
さ
わ
し
い
も
の
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
東
西
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
中
央
区
を
園
池
を
中
心
と
し
た

公
的
な
宴
遊
の
施
設
と
考
え
、
ま
た
北
方
区
は
園
池
の
管
理
等
に
か
か
わ
る
家

政
機
関
的
ブ

ロ
ッ
ク
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



1979年出上の木簡

以
上
の
よ
う
な
遺
跡
の
構
成
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
区
は
園
池
北
方
の
園
池

へ
の
導
水
路
が
か
か
る
部
分
に
当
た
り
、
検
出
し
た
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
二
・

塀

一
・
濤
三
・
土
羨
三
な
ど
で
あ

っ
た
。
木
簡
は
す
べ
て
が
導
水
路
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
導
水
路
は
、
東
北
か
ら
南
西
に
向
か
う
幅

一
二
ｍ
程
の
旧
河
川
の

流
路
を
利
用
し
、
そ
の
堆
積
層
を
切
り
込
ん
で
掘
ら
れ
た
幅
約
二
・
五
ｍ
、
深

さ
約
○

・
四
ｍ
の
素
掘
り
の
濤
で
あ
る
。
堆
積
は
三
層
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の

う
ち
下
層
の
二
層
か
ら
木
簡
三
八
点
が
出
土
し
た
。
す
で
に

一
九
七
五
年
の
調

査
で
も
導
水
路
の
つ
づ
き
の
同
じ
層
か
ら
計
六
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、

今
回
と
あ
わ
せ
る
と
導
水
路
出
土
木
簡
は
総
計

一
〇
二
点
に
及
が
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
今
回
導
水
路
の
北
岸
の
小
土
羨
か
ら

「
侍
従
」
の
記
載
を
も
つ
墨
書
土

器
が
樹
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔積
ヵ〕

ω
。
「竹
野
王
子
大
許
進
米
三
升
受
稲
□
」

。
「　
　
　
　
　
　
六
日
百
鳴
　
　
」
　
　

　

　

μ∞聟
］マ
Φ
冒

②
。
「四
月
十
四
日
紀
若
□
進
米
二
升
」

。　
「　　　　　　　　　　　　　［山］　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　μ∞釦×
μ∞
×
卜　　Ｏμμ

③
　
「＜
田
官
里
俵

ω
・
「＜
北
宮
御
物
俵
□

×

。
「＜
阿
須
波
里
□

×

（
Ｐヽ
時
）
Ｘ
ＰΦ
Ｘ
中
　
〇
∞
Φ

（∞
Ｎ
）
×
］∞
×
ヽ
　　
Φ
∞
Φ

平城京左京三条二坊宮跡庭園遺構配置図 (太線内が今回の調査地)



「＜
遠
江
國
石
田
郡
日
日

日
□
万
呂
」

「＜
　
　
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
」

×
□
入
奈
加
良
進
出
御
帳
□
幸
揆
×

「＜
和
銅
三
年
四
月
十
日
阿
刀

「＜
マ
志
郡
太
女
春
米

「賣
斐
□
ｘ

「
止
為
故
長
□
×

〔里
Ｌ

×
□
□
後
又
意
冨
□
国
日
日
日
□
×

l10

「従
二
升
□
□
〔醜
″
□
□
一醸
ゴ
升
奴
長
四
升
半

「右

一
斗
五
升
□
　
四
月
十
三
日
□
末
呂

（］⇔
μ）
×
（卜ヽ
）
×
卜　　Ｏ
μΦ

今
回
出
上
の
紀
年
木
簡
に
は
和
釦
三
年

（七
一
〇
）

の
一
点
⑦
が
あ
り
、
前

回
の
和
釦
五
年

・
七
年
の
例
や
他
の
地
名
表
記
と
も
あ
わ
せ
て
、
平
城
遷
都
早

々
の
園
池
の
造
営
時
期
を
示
し
て
い
る
。
ω

ｏ
②
は
少
量
の
米
の
進
上
十
１
お

そ
ら
く
京
内
で
の
移
動
―
―
に
か
か
わ
る
木
簡
で
、
い
ず
れ
も
短
冊
型
の
文
書

木
簡
。
⑪
の

「
竹
野
王
子
」
は
男
日
香
村
竜
福
寺
に
残
る
天
平
勝
宝
三
年

（七

五
一
）
銘
石
塔
の
建
立
者
竹
野
王
と
同

一
人
物
か
。　
ま
た
④

は
前
回
出
上
の

「
北
宮
俵
」
套
）、

「
鴨
郡
」
隻
）
〔（∞Ｄ
ね
マ
ヽ
寓
己

の
例
と
あ
わ
せ
て
、
宛

先
を

「
北
官
」
と
題
し
た
地
方
郡
里
か
ら
の
貢
進
物
付
札
で
あ
り
、
国
名
を
欠
　
　
４

い
た
地
名
表
記
と
も
ど
も
記
載
様
式
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
出
土
木
簡
の
主

な
特
徴
を
列
記
す
る
と
、
⑥
や
①
に
み
ら
れ
る
万
葉
仮
名
の
使
用
、
⑭
や
③
、

そ
し
て
前
回
出
土
木
簡

「
御
郭
物
直
米
二
升
充
奉
」
套
）、

「受
古
女
　
九
月
三

日

椋
垣
己
心
寸
」

隻

Ｘ

（
解ｏ
ｏ
ｙ

導

益

ｏ
Ｈ

（
下
端
に
小
孔
ど

の

「
御

郭

物

」

と

い

っ
た

「
御
」
字
の
表
記
、
⑪

・
⑩
や
右
掲
前
回
の
木
簡
で
、
下
端
に
木
簡
整
理
の
た

め
か
と
思
わ
れ
る
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
木
衝
の
検
討
、
そ
し
て
宮
跡
庭
園
の
性
格
の
究
明
は
、
平
城
京
の
研
究
に

さ
ら
に
豊
富
な
肉
付
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

議
熟
節
鎖
　

　

『
平
城
京
左
京
三
條
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
八
〇
年

田
中
哲
雄
　
「
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
庭
園
遺
跡
」

Ｇ
仏
教
芸
術
』
一
〇
九
）

一
九
七
六
年

『
平
城
京
左
京
三
條
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
七
六
年

『
昭
和
５２
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　

　

一
九
七
八
年

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
七
八
』
　

一
九
七
八
年

『
平
城
京

・
庭
園
遺
跡
の
保
存
の
た
め
に
』
　

　

一
九
七
八
年

「
古
代
曲
水
宴
遺
構
の
流
速
に
つ
い
て
」

盆
造
園
雑
誌
』
四
三
十
一う
　
一
九
八
〇
年

（佐
藤
　
信
）

7)0)

μ
］
中
×

μ
Ｎ
×

い
　

Φ
∞
∞

（
騨
い
ヽ
）
Ｘ

中
Φ
Ｘ

∞

　

〇
∞
μ

（
μＯ
Φ
）
Ｘ
］Ｏ
Ｘ
∞　
　
〇
∞
Φ

（
∞
］
）
Ｘ
（ω
卜
）
×
〕
　
〇
∞
Ｐ

（
μΦ『
）
Ｘ
中心
×
枷　
　
〇
∞
Ｐ

奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所

同同奈
良
県
文
化
財
保

存
対
策
連
絡
会

本
中
　
真


